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ビール粕(麦芽粕)の活用による循環サイクル形成と地域経済活性化

　　

クラフトビールをきっかけとした循環サイクルで富士宮市を

もっと”元気に”
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事業の目的

事業の概要

SDGs達成に向けての成果

ビール粕（麦芽の絞り粕）

発酵後の飼料分析結果

麦芽粕入りの混合飼料を食べる牛

これまでMt.Fuji Brewing（以下、MFB）のビール醸造時に得られるビール粕（麦芽粕）は産業廃棄物として処分

されてきた。これを有効活用し、地域の牧場で肉牛を飼育いただき、その牛肉をMFB併設レストランで提供す

るという循環を形成。商品価値を高めると共にPR促進により地域の経済を活性化させる。

クラフトビール醸造時に得られる麦芽粕は、腐敗し易く、産業廃棄物

として処分するしかなかった。これを発酵させることにより保存期間を

延ばす方法を確立させる。また飼料として、地域の牧場に利用いた

だき、収穫物を併設レストランで提供するという循環を形成する。また、

MFBウェブサイトにて本取組みの紹介及びSNS等を使ったPRによっ

て発信力を高め地域の市場での商品力を高めていく。

麦芽粕は腐敗し易く、飼料としての安全性の面で不安

があったが、発酵により保存期間を延ばすことに成功。

保存方法を確立できた。また、発酵後の検査でも安全

性が担保されたため、牧場へ飼料として提供するという

リサイクルを推進できた。当初、イベントにてPRを考え

ていたが、コロナ禍で実施できず、代わりにウェブサイト

で本取組み紹介ページを作成し、今後のPRに活かす土

台を作ることができた。
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